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１．はじめに
　映画とは何か？ 19 世紀の後半に発明された

「映画」がもたらした古典的な「映画」イメー
ジから 100 年以上たった現在、「映画」の変容
が著しく、映画の多様化が進んでいる。こうし
た中で、古典的な「映画」の時代から、映画は
フィクションとノンフィクションに大別される
とされてきた。本試論は、こうした二分法を懐
疑しながら、これからの映画の可能性を探求す
ることにする。映画をある種の「ジャーナリズ
ム」運動論に位置付けることによって、これか
らの社会構築とジャーナリズム視点と映画の可
能性を展開するための議論の整理をすること
が、本試論の目的である。

２−１　映画とは何か。
　映画とは何か？ なにをもって「映画」とみ
なすのか。いろいろな意味で「映画」の多様化
が進む現代において、「映画」とは何なのかを
検討することは、現代社会の課題の一つである。

　映画は、「活動写真」「シネマ」「キネマ」と
も呼ばれていた。無声映画の時代の「活動写真」
は、 モ ー シ ョ ン・ ピ ク チ ャ ー（mo t i o n 
picture）・ムービング・ピクチャー（moving 
picture）という英語の訳語であった。picture

（絵・写真）が動く（move）のを見ることから、
画を映すこと（または映された画）へ表現が変
化することで「映画」になったのだ。「映画」
とは、スクリーン（映写幕）に（映写機で）画
像（動く絵）を映し出すこと（または映し出さ
れた画像）なのであった。あるいはフィルムに、
映し撮った「動く画」（「動く画」をフィルムに
映し撮ること）であった。
　「シネマ」は、フランス語の「cinéma」シネ
マに由来する言葉である。リュミエール兄弟（ル
イとオーギュスト）が 1895 年に発明した「シ
ネマトグラフ」cinématographe（撮影機と映
写機の装置）は、フィルムに撮影された画像を
スクリーンに投映した最初の「映画」上映会で
の公表だった。1892 年にレオン・ブーリーと
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いう発明狂の技師が発明した連続写真装置にシ
ネマトグラフ（ギリシアの kinēmatos（動き）
と graphein（描く）の合成語）という名称を
与えていた。1910 年代に＜シネマ＞ c i n ema
の略語が一般化したのである。
　「キネマ」は、キネマトグラフ kinematograph 
の略で、映画を指すモダンな言葉であった。ギ
リシア語の kinematos（動き）に由来していた。
1913 年にイギリスからキネマカラーが輸入さ
れ , その直後 , 活動写真雑誌“FILM RECORD”
が < キネマレコード > と改名され、19 年には
< キネマ旬報 > が創刊され、また 20 年には松
竹キネマ、帝国キネマ、23 年には東亜キネマ
の映画会社が創立され、映画館の名まえにもキ
ネマが名づけられていたのである。
　当時、「映画」とは、映画用カメラで高速度（標
準一秒間に 24 コマ）で写真方法で連続的に撮
影された静止画像の連続写真からなるフィルム
に記録した画像を、映写機によって投影し、ス
クリーン上に映し出すと、見る者に（目の残像
現象で）連続して動いているシーンのように見
える映像を見せる装置や作品を意味するように
なった。さらに映画館が普及すると、映画館（施
設）の中でスクリーンに投射して公開する作品
のことを指すようになった。以上が、古典的な

「映画」のイメージであるが、そうではない「映
画」表現の様相が現在では表れているのである。
はたしてこれらは「映画」なのだろうか。
　まず古典的イメージを画期的に変えたのが、
1920 年代の「トーキー」talkie の登場である。
それ以前は映画は「サイレント」（無声映画）だっ
たのだ。「トーキー」（talking picture の略）
とは、映像に音声を同調させて再生する映画（発
声映画）のことである。映像と音声が同期した
映画である。1928 年から音響音声情報もフィ
ルム上にサウンドトラックとして記録し再生・
映写できるようになったのだ。
　また、「総天然色」映画（カラー作品）の登
場があった。「モノクローム」monochrome で
撮影された映画（白黒映画）が「映画」であっ

た。1930 年代に三原色式のテクニカラーは、
色の表現力で他のカラー・システムを圧倒し、
色彩映画の代表格となっていく。1950 年代か
ら映画のカラー化が進んだのだ。1954 年頃に
はモノパック方式のイーストマン・カラーが実
用化され、次第にテクニカラーに取って代わっ
ていく。1970 年代にはカラー映画が主体となっ
たのである。　
　さらに、テレビ放送が開始されると、テレビ
ドラマ（テレビ映画）が放送された。古典的な

「映画」は、映画館で上映されることが前提で
あったが、　テレビ映画は、最初からテレビ放
映を目的に 35mm の映画フィルム（現在はビ
デオが主）で撮影され、映画館で上映されるの
ではなく、テレビ番組のドラマとして放送され
るために製作された映画作品であった。西部劇
やホームドラマが多く製作されたそうだ。現在
では、テレビと映画との垣根は格段に低いもの
となった。アメリカでは現在日本で「海外ドラ
マ」と呼ばれているテレビ映画が製作されてい
る。また 2010 年代以降、Netflix が大量の " オ
リジナル映画 " を配信している。作品は「TV
番組・ドラマ」とされ、1 エピソードからなる
作品は「映画」とされているが、これらの作品
はほとんど劇場公開されていないので、テレビ
映画であるともいえるのである。
　また、1985 年から登場した、劇場公開や放
送を前提としないビデオ専用の映画で、レンタ
ルビデオ店での貸出用に作られた映画である

「オリジナルビデオ（映画）」がある。ネット配
信業者が独占的に配信する映画やドラマは配信
業者のオリジナル（『Amazon オリジナル』や

『Netflix オリジナル』）と配信業者は称してい
る。
　古典的「映画」は、35mm フィルムによる
撮影が一般的であったが、21 世紀になり写真
フィルムで撮影した素材をデジタル化する技術
が用いられるようにもなった。さらにはフィル
ムを使わずにデジタルカメラで撮影し、コン
ピュータ上で編集もする作品が増加している。
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デジタルシネマは、銀塩フィルムのカメラを使
わずに、デジタル記録方式のビデオカメラを撮
影に使用して録画・録音をし、映像編集もし、
配給・上映・映写のプロセスに、デジタルデー
タを使用する映画のことである。コンピュータ
化に伴って、映画製作も「デジタル技術」を利
用した後で、映像を再度銀塩フィルムに戻すこ
とも行っている。そうした中で、撮影から編集、
上映までデジタル化することで、映画のデジタ
ルシネマ化が進んでいくのである。現在ではハ
イビジョンの開発により、映像の解像度も高
まった。デジタルシネマ構想で、現在、注目さ
れているのがデジタル 3D（立体）映画である。

２−２　映画は変わるか
　こうした「映画」の 20 世紀の間での変容に
もかかわらず、古典的「映画」の時代から現在
まで、映画は（表現対象として）フィクション
とノンフィクションに大別されるとされてき
た。
　「フィクション」f i c t i o n とは、ラテン語の
fictio（「作られたもの」）を語源として , 一般に
は「事実でないことを事実らしく作り上げるこ
と」を意味している、とされている。本来、捏
造する意味があり、想像による創作の意味をも
つ。事実をあるがままに記録、描写するのでは
なく、架空の人物や物語を真実らしく構想する
ことで、ロマンスやノベルを総称してフィク
ションと呼ぶようになったそうである。虚構、
絵空事、作り話、事実ではないもの、想像上の
もの、捏造されたものなどを指すのである。
　「フィクション」については、虚構ではない
実際の出来事の物語を「ノンフィクション」と
呼ぶことで、「フィクション」と「ノンフィクショ
ン」を対照的に扱う用法が一般的であるのだ。
ノンフィクションの小説や映画は、事実の再現
を基にしたストーリー構成で成り立っている。
広辞苑や大辞泉では、1 番目の意味に「作り事、
虚構」を挙げ、2 番目の意味に「作り話。創作」
を挙げている。 大辞泉では 2 番目の意味の説

明で「作者の想像力によって作り上げられた架
空の物語。小説。」ともしている。「物語」の内
容は事実ということもそうでないということも
ありうるが、「フィクション」と言う場合は内
容が事実とは異なる、ということになるのだ。
　ノンフィクション（non-fiction） とは、史実
や記録に基づいた文章や映像などの創作作品
や、またその形態のことを言う。虚構を交えず
に、事実を伝えようとする作品・記録映画。文
学作品で、虚構（フィクション）を用いないで
事実をもとにして書いた散文。虚構ではない実
際の出来事の物語。伝記、紀行、書簡、日記、
歴史、旅行記、ルポルタージュなど。ドキュメ
ンタリーやインタビューなど多肢にわたってい
る。日本でも1960年代以降、ノンフィクション・
ライターが登場するようになった。　
　ドキュメンタリー映画は、ノンフィクション
の代表のように考えられることが多い。ドキュ
メンタリー映画とは、映像記録媒体で撮影され
た記録映像作品のことである。記録映像、記録
映画とも言われることがある。「取材対象に演
出を加えることなくありのままに記録された素
材映像を編集してまとめた映像作品」と定義さ
れる、とされている。一般的にドキュメンタリー
は制作者の意図や主観を含まぬ事実の描写、劇
映画 （Drama film） は創作・フィクションであ
ると認識されているのだ。
　古典的「映画」から、現在の多様化した映画
において、映画をフィクションとノンフィク
ションに分けて論じることは可能なのだろう
か。おそらく区別は可能であるのだが、問題は
その区別で、映画の理解は進んでいくのだろう
か。ノンフィクションの事実、そしてフィクショ
ンの虚構（非事実）そんな区別は可能であるが、
一度「事実」とはなにか「虚構」とは何かを改
めて捉え返してみると、この二分法はそう単純
に簡単に成立しないことが分かってくるだろ
う。「事実」を事実とする＜物語＞、「虚構」を
虚構とする＜物語＞の両＜物語＞のあり方は、
それほど違わないことが分かってくるのだ。
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２−３　�ジャーナリズムとしての映画論に向け
て

　映画を、フィクション・ノンフィクションに
分けることは可能であろうが、その区別は映画
にとって本質なことなのだろうか。現実問題と
して、映画におけるフィクション・ノンフィク
ションの境界は曖昧である。区別の根拠・基準
は、すぐに崩れてしまうものである。両者に本
質的に差はないのではないか、という議論を展
開することが肝心なのではないか。本論は、「映
画」に関するフィクション・ノンフィクション
問題を検討しながら、映画をジャーナリズム論
に位置付ける試みを行うことにする。まずは、
ジャーナリズムとは何かをあるジャーナリズム
運動を振り返ることによって、議論を進めるこ
とで、これからの映画の可能性を探求してみる
ことにする。

３．パブリック・ジャーナリズム運動とは
３−１　パブリック・ジャーナリズムについて
　「パブリック・ジャーナリズム」や「市民ジャー
ナリズム」「シビック・ジャーナリズム」とい
うジャーナリズムがある。どのようなジャーナ
リズムのことを指しているのだろうか。1990
年代の米国で、ジャーナリズムとパブリックが
協働して問題解決を目指す「パブリック・ジャー
ナリズム」が出現したと言われている。まずは、
米国のパブリック・ジャーナリズムを参照して、
どんなジャーナリズムであるのかを検討してみ
ることにする。

3−2　Public�Journalism�運動とは
　米国では、1990 年代に public journalism 運
動と呼ばれるようなものが、出現したと言われ
て い る。c i v i c j o u r n a l i sm や c i t i z e n 
journalism とも呼ばれるこの動きは、市民参
加や一般市民の対話という民主的理念への報道
の関わりを再活発化することを目指した現場の
ジャーナリストたちの改革運動のようなもので

あったようだ。Public Journalism（以下 PJ と
略）とは、ジャーナリストと民主過程を統合す
る考え方なのである。
　米国市民を地域社会に結びつけることで、市
民が自主的に社会活動に参加し、政治参加し、
政治議論を理解し、市民能力を高めるという市
民生活を通して、地域社会や政治やジャーナリ
ズムを改革する民主主義運動なのである。地域
社会の生活に関わる市政課題を市民との対話の
中から見出し、市民との協働に基づいてジャー
ナリストが取材報道する市民参加型のメディア
の試みである。
　米国における報道改革については、20 世紀
において 1920 年代に、民主制（デモクラシー）
におけるジャーナリズムの役割に関して
W. リップマンと J . デューイの間で有名な論争

（「デューイ＝リップマン論争」）があった。
ジャーナリズムの役割は、政策立案者の発言を
単に記録し、その情報を一般市民に伝達するこ
とであるとリップマンは見ていた。これに対し
てデューイは、ジャーナリストの役割を、一般
市民にもっと関与し、政府の与えた情報を批判
的に検討するものとして定義した。ジャーナリ
ストは、立法化された政策の結果を比較考察す
べきだと考えていた。会話・討論・対話がデモ
クラシーのすべてであり、ジャーナリズムには
そうした会話の重要な一片があると、デューイ
は信じていたのである。リップマンのような
レッセ・フェールのテクノクラート的批判者と
対照的に、デモクラシーという広範囲にわたる
形態は、社会活動に欠くことはできない、と
デューイは主張していたのである。
　1940 年代には、ブルーリボン・パネルのよ
うな専門家や学者の委員会である「プレスの自
由委員会」the Commission on Freedom of 
the Press の結成によって、プレスの巨大化・
集中化が問題提起されていた。巨大企業と化し、
寡占化した新聞産業は、第 2 次大戦後に , 徹底
した批判を浴びていたのだ。そのなかでプレス
の自由委員会が〈社会的責任論〉を打ち出した
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（47 年）。その骨子は、プレスが、分裂した雑
多な意見の集合体である現代アメリカについて
できるだけ正確な縮図を提供すること , そして
マイノリティに表現の場を与えることなどで
あった。
　1960 年代には ,（大統領によって選出された
役人や市民リーダーのパネルである）ケルナー
委員会 the Kerner Commis s i on（The 
National Advisory Commission on Civil 
Disorders）によって、レポート（67 年ゲットー
の暴動の報告書）が提出されていた。
　一方で、PJ は、報道と一般市民の関係を再
検討する草の根運動として米国のニュースルー
ム（ニュース編集室）の内部で展開された分散
化した運動であったようだ。PJ 運動は、政治・
社会過程においてジャーナリストや読者・視聴
者が観客であるという考え方を捨てる試みであ
り、読者や地域社会の成員を参加者として扱う
ことを求めていたのだ。民主過程におけるメ
ディアの重要性を見ていた J . ローゼンと D . メ
リットは、1993 年に、public journalism の概
念を作り、1994 年に出版された PJ に関する共
同「マニフェスト」において、PJ は、一般市
民の生活に十全な利害関心を持つ、責任のある
成員として、ジャーナリストを政治・地域社会
の中に位置付けるものであると説明した。しか
し PJ は、政治指導者や利益団体や市民などの
行為者と、ジャーナリストの重要な違いを否定
してはいないし、P ジャーナリストは、一般市
民の生活がうまくいくことを望み、そのために
はある問題に関する中立性に終焉を宣言するこ
ともあるのだった。伝統的なジャーナリズムの
実践（その結果としてのジャーナリズムと市民
生活の乖離）に対する異議と組み合わせられた
こうした考え方の興隆が、PJ 運動に至ったの
である。
　報道の目的とは、一般市民や市民の生活の質
に関して、単に報告したり文句を言ったりする
のではなく、それを促進し、改善することだと
いう論争的命題を PJ は含んでいた。メディア

は、一般市民に情報提供するだけでなく、市民
を社会活動に参加させ、公の討論を巻き起こす
ことに向けても働くものなのである。
　PJ の運動は、これまでのメディア報道が一
般市民の要望に十分対応していないことの認識
や、地域社会や政治の問題に関する報道のあり
方について代替的な実践的手法を提案する目的
があった。（これまで政治はゲームとなり、市
民は、主体というより見物人の役割を果たすよ
うになっていたのだ。）PJ は、報道が、単に問
題だけでなく、解決策についての一般市民の自
覚を高めることを求めていた。地域社会は、地
域社会の問題だけでなく、その問題に対処する
力量に関して報じる報道を求めていたのであ
る。

３−３　ローゼンの「ジャーナリストの目的」
　PJ 運動を提唱するニューヨーク大学ジャー
ナリズム学部教授ジェイ・ローゼン（Jay 
Rosen）は、1999 年に What Are Journalists 
For ? （Yale University Press）という本を出
版した。「市民参加と協働」を軸としたパブリッ
ク・ジャーナリズム運動のバイブルと言われて
いる本である。
　ローゼンが「パブリック・ジャーナリズム」
の理念に遭遇したのは、1989 年のことであっ
た。1993 年に「一般市民の生活と新聞プロジェ
クト」の代表に就任してから、新聞はただ単に
ニュースを伝えるだけでなく、もっと違った視
点で（世界を作り上げる視点あるいは「公共の
利益」に役立つ視点で）報道する必要があるこ
とに気づいたそうである。新聞報道のあり方に
疑問が抱かれ、ジャーナリズムの危機が説かれ、
公共空間の機能不全が言われているなかで、新
聞は報道を通してデモクラシー実現の手助けが
できるのだろうかという問い、に対するジャー
ナリストたちの自問自答の答えだったのだ。新
聞を再構築し、公共の言論を作ることがその視
点であった。デモクラシーの実践のために、
ジャーナリズムは何ができるのかが問われたの



湘南フォーラム No.24

-8- -9-

である。PJ のプロジェクトの背後には、市民
社会の実現を目指す理念があり、ジャーナリズ
ムの実験と市民運動は、市民社会・民主政治・
生活を改善する目的を共有しているのである。
　同時期に、地方新聞社を傘下に持つ新聞社 <
ナイト・リッダー >Knight　Ridder の CEO
ジェームス・バッテン（James Batten）は、「新
聞は民主主義のために仕事をするべきである」
と言い、新聞には、議論の場を市民に提供し、
利害の異なる団体を集めて議論させ、生き生き
とした課題として政治を語り、地域社会への市
民参加を重視し、地域社会に対してどのような
社会活動を起こせばよいのかを市民に伝える役
割があるのだと語っていた。
　また、（カンザス州）ウィチタの地域紙 The 
Wichita Eagle（ウィチタ・イーグル）の編集
者デービス・メリット（Davis Merritt）は、
新聞を使った（選挙報道のあり方の）社会実験
に取り組んでいた。「カンザス州が直面してい
るすべての問題について各候補がどういう立場
を取っているのかをきちんと理解する機会」を
提供した。ジャーナリズムの地域社会への関わ
りを取り戻し、有権者の政治離れを克服する実
験的試みだったのだ。新聞は、情報を提供する
だけにとどまらず、読者を市民生活に招待する
役割を果たすべきで、参加の機会を提供し、有
権者に意味のある議論を報道し、有権者が市民
としての自らの能力を高める手助けをするべき
という考えだった。「新聞が読者と地域社会の
つながりを明らかにして、市民の社会参加の仕
方を示すことができれば、ジャーナリズムのア
ジェンダ（課題）が発見できるのである。」
　ジャーナリストと読者は、悪い政治の被害者
ではなく、瀕死の市民生活を救う目的を果たす
のである。ジャーナリズムとデモクラシーの関
係において、ジャーナリズムの役割は、日々、
現実の中でデモクラシーを創出するとともにそ
れを記録することだと気付いたのである。
　伝統的なジャーナリストたちは、「市民のた
めのアジェンダ（課題）」を用意する「パブリッ

ク・ジャーナリズム」の概念に抵抗を示した。
ジャーナリストは、（超然とした客観的態度を
持つ）「観察者」であり、真実を伝える（事実
をあるがままに記述する）のが職務であり、市
民のための真実を創ることは職務ではないと考
えていたのだ。

３−４　「Public�Journalism」とは
　ローゼンは、「パブリック・ジャーナリズム」
とは何かの答えを、市民活動やジャーナリスト
の中に求めた。ジャーナリストは、市民が自ら
の意見を語ることができる場所で彼らの声に耳
を傾けること（ただし「市民」を絶対視しては
いけない）が大切だと考えた。PJ は、それぞ
れの地域社会に合わせて活用されるべきであ
り、ジャーナリストは、地域社会とプロジェク
トを見比べ、市民に参考意見を求める必要があ
ると考えていた。PJ は、市民と、新聞・地域
社会・政治過程を結びつけることを目標として
いるのだ。PJ の実践には、議論・実験・運動・
対話・冒険・学びという形態があるようだ。よ
いジャーナリズムは、市民とジャーナリストの
関係性から生まれてくるのである。ジャーナリ
ストの役割は、市民の生活から乖離しないよう
に地域社会・市政を監視することなのである。
　「PJ」の概念を介して、ジャーナリスト（編
集者）・学者研究者・地域社会の市民がつながり、
協働がはじまったのである。議論の結果が生ま
れ、現場の声が反映され、その過程が開示され、
多くの社会の場で公表され、より多くの人たち
が発言するような言説が必要なのである。新聞
の危機を訴え、改革について議論や対話を呼び
かけたのである。PJ が取り上げるべきなのは

「市民のアジェンダ～（課題）」であり、そのた
めにはジャーナリストを地域社会の現場に連れ
出すことが必要であり、PJ は、コミットする
地域社会の市民生活の幅を広げるとと共に、党
派・政党・利害団体からは距離を置くことを目
標としていた。 
　P J に関するローゼンの定義では、P J は、
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ジャーナリストに、（1）観客というよりむしろ
市政問題における市民として人びとに呼びか
け、（2）政治・地域社会がその諸問題について
単に学ぶというよりむしろその諸問題に働きか
けるのを助け、（3）一般市民の議論の風潮が悪
くなるのを単に見まもるよりもむしろその風潮
を改善し、（4）私たちの注意を喚起するように
一般市民の生活がうまくいくのを助け、（5）そ
の市民価値や好ましい政治観、一般市民の行為
者としての役割について正直に話す、ように求
めているのである。

３−５　PJとは何だったのか
　大手新聞社のニュースルームのジャーナリス
トたちから始まった PJ は、1980 年代の後半や
1990 年代の初期において哲学として最初に出
現した後に、支持者たちが多くなってきたが、
報道についての一連の原理原則や一般命題とし
ての理論よりも、「地域社会を招集する」イニ
シアティブやプロジェクトの実験を自分でする
ようにジャーナリストたちに促すような実践活
動であった。実際の経験を理論に応用するのが
PJ の本質だと言われている。PJ は、公平無私
の従来のジャーナリズムの考え方ではなく、地
域社会や市民生活をもっと活気に満ちたものや
活発なものに、そしてもっと民主的なものにす
る関心を示すジャーナリズムを実行する仕方を
工夫するものだった。メディアが一般市民を社
会参加させる新しい進歩的な方法であると P J
を捉えた人びとは、デモクラシーを再活性化す
る機会だと PJ を見なした。市民の社会参加や
民主過程への干渉が欠如するにつれて、デモク
ラシーがうまくいかなくなっていたのである。
　PJ の「黄金律」は、民主的手段を支持する
ことと民主的目的に帰依することの差異を強調
した。「ジャーナリズムは、ある特定の解決策
を唱道せずにデモクラシーを唱道すべきであ
る。」デモクラシーの唱道は、「情報のジャーナ
リズム」から「会話のジャーナリズム」（読者
をディベイトやディスカッションに引き込む

ジャーナリズム）への意図的にあいまいな移行
を含んでいた。PJ は、ただ単にコミュニケー
ションの媒体としてだけでなく、コミュニケー
ションのための媒体としても報道を理解したの
だ。市民が情報提供されるだけのための媒体で
なく、共有利害や共通価値を発見できるためで
もある媒体である。PJ についての書物は、ど
んな道をたどるべきかを告げる地図というより
もある特定の方向にジャーナリストたちを向か
わせるコンパスとして機能したのだ。今の世の
中においてデモクラシーがその牽引力や栄光を
取り戻すためには、メディアが、一般市民から
のフィードバックに対して受容的になり、一般
市民を社会活動に参加させるイニシアティブを
取らなければならないと、PJ の支持者たちは
考えていた。
　PJ の目標は、地域社会が、ジャーナリスト
や報道機関に関与し、民主的価値を回復させ、
ジャーナリズムへの一般市民の信頼を再建する
のを可能にすることである。PJ の実践者たち
には、次のような原則があるようだ。超然とし
た観客としてというよりも、むしろ地域社会の
生活における活動的な参加者としてジャーナリ
ストたちを位置付ける。新聞は、地域社会の諸
問題についての議論のためのフォーラムにな
る。普通の人びとにとって重要な諸問題や出来
事を優先する。地域社会の成員たちの間の議論
や論争の過程を通して一般市民の意見を考察す
る。ジャーナリストの仕事とは、デモクラシー
と市民社会が、次第に衰退している現実を生き
生きと描くことなのである。
　PJ は、異なった、そして矛盾さえした解釈
に開かれていた。デモクラシーを支持する
ジャーナリズムの役割という解釈も、ケースバ
イケースの問題であり、環境によって規定され
ているのだった。ジャーナリストたちは、ジャー
ナリズムの公の目的について包括的な、権威の
ある、分析的に正確な説明を推し進めるために
恊働する機会を剥奪されていた。PJ は、報道
の規範理論としては混乱していた。PJ には、
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明確さや正確さが欠けていたが、PJ の考えが
意味していなかったことは明らかになった。報
道に対して一般市民に権能を付与することはな
いのである。PJ は、一般市民に関して報道の
立場を変えたのであっても、報道に関して一般
市民の立場を変えはしなかったのである。P J
の立案者の一人であったローゼンは、10 年後
に「PJ は謀反ではない。PJ は、アメリカの報
道が機能している商業体制への異議申し立てを
提起しなかった」と認めたのである。PJ には、
明確な概念定義が欠如していたし、ニュースビ
ジネスの商業的利害を無視していたし、その努
力は人工的だったのである。
　PJ 運動は、コミュニケーションの急速なコ
ンピューター化によって、特に WWW （world 
wide web）の興盛によって、伝統的な形式の
ジャーナリズムから、ニュースの生産と消費の
受容の新しい異なった仕方へ、注意が移される
につれて、1990 年代の後半にモメンタム（勢い）
を失っていった。新聞不況によって、運動の主
体であった地域紙の多くが姿を消したのであ
る。「パブリック」ジャーナリズムに関連した
関心・利害は、消えたというよりもむしろ、新
しい形容詞に解消したのである。シティズン・
ジャーナリズム、ネットワーク・ジャーナリズ
ム、参加型ジャーナリズム・民主ジャーナリズ
ム・ストリートジャーナリズム・コミュニティ
ジャーナリズムと呼ばれるようになったのだ。
市民と地域社会をつなぐ公の言論の場を構築す
る運動のコンセプトは、消えたのではなく、オ
ンラインの NPO メディア（地域紙）や調査報
道 NPO の中に引き継がれていると見ることも
できるのだ。米国では NPO が、パブリック・
ジャーナリズムを担う時代がきているのだ。市
民の自主的・自発的な社会参加や市民参加の機
運が飛躍的に増大しているのだ。

４　Citizen�journalism�とは
　citizen journalism（市民ジャーナリズム）は、
ニュースや情報の収集・報告・分析・普及の過

程において活動的な役割を果たしている一般市
民（citizen）に基づいている。あるいはシティ
ズン・ジャーナリズムは、しばしばプロのジャー
ナリスト分野における欠点への反応として、主
流のメディア機関の外で機能し、そして同様な
ジャーナリストの実践を用いるが、異なった目
標や理念によって駆り立てられ、伝統的あるい
は主流のジャーナリズム以外の代替的な正当性
の源に依拠しているような、代替的な活動家的
な形のニュース収集や報告として、定義される
こともある。パブリック・ジャーナリズムがプ
ロのジャーナリストによって実践されているの
に対して、シティズン・ジャーナリズムは、そ
うではないのである。市民ジャーナリズムは、
市民メディアとユーザー作成のコンテンツの両
者の特定の形なのである。市民ジャーナリズム
という用語は、アマチュアによって行なわれた
特定の形のデジタルジャーナリズムをもっとも
よく描写しているのだ。携帯電話の普及の増加
に加えて、ソーシャル・ネットワーキングやウ
エブサイトのような新しいメディア・テクノロ
ジーによって、市民ジャーナリズムが世界中の
人々にとってもっと接近可能になったのだ。プ
ロのジャーナリストを含む批判者たちは、市民
ジャーナリズムが、統制されていなく、余りに
も主観的で、アマチュアで、質や報道範囲にお
いてゆきあたりばったりだと主張している。
　ある種のオルタナティブ・メディアとしての
市民ジャーナリズムは、主流のメディアの専門
化された制度化された慣行への根本的な異議を
表しているのである。プロのジャーナリズムの
訓練もない人々が、自分でメディアを創造し、
拡大し、事実確認するのに、インターネットの
世界分布や近代テクノロジーの道具を使うこと
ができるのである。
　シティズンシップ論には、シティズンシップ
のためにジャーナリズムを考えるものと、シ
ティズンシップとしてジャーナリズムを考える
ものの二つがある。古典モデルのシティズン
シップが、二つのシティズンシップ論の基礎で
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ある。古典モデルは、知識のある市民のイデオ
ロギーに根付いており、市民に対してよりも
ジャーナリストの役割を強調している。
　市民ジャーナリズムに対する批判が、プロの
中から、なされてきた。市民ジャーナリズムは、
しばしば信頼がなく、偏見があり、訓練されて
いないものとして描写されているが、プロには、
しばしば政治的に中立で、独立した行動や労働
組合に入った労働、有償労働、認知があるのだ。
　あらゆる市民がジャーナリズムの行為に従事
できるという考え方には、米国では長い歴史が
ある。現代の市民ジャーナリズム運動は、ジャー
ナリストたちが出来事の報道の予測可能性に疑
義を唱え始めた後で、出現したのである。こう
したジャーナリストたちは、パブリック・ジャー
ナリズム運動の一部となり、ニュースメディア
への信頼の低下および政治や市政問題に関する
広範囲の幻滅に対抗しようとしたのだ。
　パブリック・ジャーナリズムの初期の議論で
は、プロの報道記者（レポーター）がその仕事
をする仕方を変えることで、「人々のための」
ジャーナリズムを推進することに焦点があっ
た。プロのジャーナリストたちが議論を御して
いた。すべての報道記者や編集者がこの種のパ
ブリック・ジャーナリズムを受け入れていたわ
けではなく、公然と反対する人もいたので、
ニュースルームから人々に手を差し伸べること
は簡単なことではなかった。21 世紀になり、
PJ 運動は衰退しつつあるように思われる。
　伝統的に、「市民ジャーナリズム」という用
語には、簡明で相互に合意した定義をめぐる討
議との争いの歴史があった。今日でもこの用語
には明確な形の概念化が欠如している。この用
語の代替的な名称ではこの現象を包括的に捕え
ることができないのだ。今日のテクノロジーを
もって、平均的な人がニュースを捕らえ、世界
に配信することができるにつれて、市民ジャー
ナリズム運動は、新しい生命を見出してきたの
である。
　「ジャーナリズム」の定義も今や一周しても

とに戻ってきた。アメリカ合衆国憲法修正第 1
条が採択された当時、「プレスの自由」は、出
版ビジネスに関わる組織団体の自由というより
もむしろ、文字通りに印刷機（プレス）を用い
る出版の自由を指していた。19 世紀の後半に
なって「プレス」の概念が、しばしば競争的な
商業メディア企業に関わる諸個人や会社の記述
に変成していたのだ。市民ジャーナリズムの最
近の傾向は、「ハイパー・ローカル・ジャーナ
リズム」という用語の出現で表されるのである。
市民ジャーナリストとは、かつては「読者・視
聴者（観衆・聴衆）audience」として知られ
ていた人びと」なのである。
　市民ジャーナリズムに対しては、批判もたく
さんある。伝統的なジャーナリストたちは、客
観性という伝統的な目標を放棄したとしてパブ
リック・ジャーナリズムを非難している。そし
て市民ジャーナリズムも懐疑をもって見てい
る。訓練を受けたジャーナリストだけが、ニュー
ス報道に関与した正確さや倫理を理解できると
信じているのだ。3 つの E（ethics economics 
epistemology）の点で、市民ジャーナリズム
の主張には幾つかの弱点があるとされている。
　市民ジャーナリズムのサイトには、質と内容
の点で欠如があることが指摘されている。市民
ジャーナリズムの概念が批判されており、ブロ
ガーたちが、訓練を受けた、プロの、経験豊か
なジャーナリストに取って代わることはできな
い、と言われるのである。しかし、伝統的ジャー
ナリズムが、市民ジャーナリズムによって影響
を受けることもあるのである。
　市民ジャーナリズムは、ニュースの伝達と関
与における新しい方法を導入したインターネッ
トの創造と関連して、増えてきたのだ。テクノ
ロジーの進歩とともに、諸個人はますます
ジャーナリズムに参加できるのであった。

４−１　日本の「市民ジャーナリズム」
　既存メディアの商業ジャーナリズムに対して

「市民ジャーナリズム」とは、日本では、広く
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一般市民から記事を集う形のジャーナリズムの
ことを指している。市民ジャーナリズムで取材
を行う人のことを市民記者と呼ぶことが多い。
市民記者は、記者として自分の記事に責任をも
つこと、編集者がその記事をチェックすること
が特色であるが、市民記者はプロのジャーナリ
ストではないので、記事の内容・質が一定水準
に達していない場合もある。インターネットの
時代において、多くの市民記者は、ネット上の
既存メディアの情報のコピペした記事を伝えて
いるだけで「寄生虫」のようなものだとの批判
もある。既存メディアのネットでは情報発信の
有料化などが対抗策として行なわれている。ま
た、市民記者は、日本の記者クラブに加盟して
いないことが多い。一般市民が記者として行動
するため、報道組織におけるコンプライアンス
や職業倫理（モラル）および取材技術の点で、
問題となるケースも増えている。
　日本におけるネット上の代表的な市民ジャー
ナリズムは、「PJ ニュース」「JANJAN」（日本
インターネット新聞）、ツカサネット新聞、オー
マイニュースなどがあったが、現在、いずれも
休止あるいは終了している状態である。
・ M y N e w s J a p a n （ h t t p : / / w w w .

mynewsjapan.com ）
・ News for the People in Japan（NPJ）（http://

www.news-pj.net）
・ 日刊ベリタ （http://www.nikkanberita.com 
・ 8bitNews （http://8bitnews.asia）
以上は、配信中である。　

５�　「公共するジャーナリズム」（日本版パブ
リック・ジャーナリズム論）

　日本のマスメディア・ジャーナリズムのあり
方（記者クラブ経由での情報取材や、第一セク
ター（行政）・第二セクター（営利・経済界）
だけを情報源とした取材方法）を脱構築し、「市
民の視点」に立った「公共するジャーナリズム」
とは、市民の自主的・自発的参加や行動を促し、
NGO/NPO/ 市民との協働を促進し、新しい市

民社会の構築をめざす社会運動のこと、自らが
実践主体となる行動するジャーナリズムだと言
われている。NGO/NPO/ 市民とマスメディア
の協働を促進し、「公共するジャーナリズム」
を実践する調査報道 NPO「共働 e-news」の創
設も始まっている。「共働 e-news」は市民や財
団の寄付によって運営され、国内外の NPO 独
立メディアとの連携を深め、国際的な NGO/
NPO/ 市民のネットワークを構築することが目
的である。市民社会を基盤にした情報に基づく
ニュースを発信することで NGO/NPO の活動
基盤をより強固なものにするとともに、市民の
自発的な政治・社会参加も基づく市民社会創設
の担い手となることが求めれれているのだ。
　日本のマスメディア（新聞・テレビ）は、読
者や市民に必要な情報をきちんと伝達できるメ
ディアになっていない。ジャーナリズム・メディ
アの本来のあり方は、政治や社会の不正を暴露
するだけでなく、政治や社会の不正をただし、
現場での生の声を聞き取材報道し、公共の議論
や行動を促し、国民的な世論を喚起し、市民を
政治や社会に誘い込み、市民を社会参加や政治
参加へと促す「社会や市民のために役立つ
ジャーナリズム」だと考えられている。
　戦後の日本のマスメディアは、「報道の自由」
を背景にデモクラシーの発展に寄与してきた
が、高度経済成長期を経てメディアの巨大化・
商業化が進み、政財官主導の報道が主流となり、
パブリックのためのジャーナリズムは影を潜め
た。
　市民も、新聞・テレビに対するメディアリテ
ラシーを高め、マスメディアそのものに変革を
求める声を上げるべきであり、マスコミの情報
操作から抜け出し、自分で考え行動する「主体
的市民」の活動が重要だとされている。主体的
市民の行動によって日本の市民社会は大きく変
わり、こうした市民社会の変化に応じて、ジャー
ナリズムも従来のマスメディアのあり方を脱構
築し、市民の政治参加・社会参加を促すのが「公
共するジャーナリズム」なのである。
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　「公共するジャーナリズム」におけるメディ
アの役割は、市民にとって必要な情報を伝える
だけでなく、市民の社会参加・政治参加を促し、
市民社会のアジェンダ（課題）に耳を傾け、独
自に取材し報道することである。また形骸化し
たデモクラシーを立て直し、国際規範・社会正
義・主権在民を実現するには、市民運動とジャー
ナリズムの協働が不可欠なのである。デモクラ
シーを市民の手に取り戻すには、「市民参加と
協働」を促進する「公共するジャーナリズム」
が求められているのだ。日本のマスメディアが、
市民社会に向けた「公共するジャーナリズム」
を実現するためには、NGO/NPO/ 市民との協
働を促進し、新しい市民社会を構築する構成要
素の一つとなる必要があるのだ。
　現在、米国の大手新聞も地方紙も、広告収入
の大幅減と部数減により経営危機を迎えてい
る。大幅な人員リストラや商業主義への回帰も
行なわれている。その中で商業メディアに失望
した財団や諸個人は NPO メディア・インター
ネットメディアに期待し、多額の寄付を提供す
るようになっている。米国では NPO がジャー
ナリストにとって魅力ある職場になっている。
米国の調査報道 NPO は、市民の政治参加と社
会参加を促進する役割を果たしている。

６　パブリックpublic とは誰か
　public journalism の「public」とは、誰を
あるいは何を何をさしているのだろうか。日本
語のパブリック・ジャーナリズムの「パブリッ
ク」とは誰をあるいは何を指しているのだろう
か。

６−１　日本語の「パブリック」
　日本語で用いられている「パブリック」とい
うカタカナ言葉は、どのような意味があるのだ
ろうか。一般的に使われている国語辞典で、調
べてみると以下のような意味があるようだ。
１．デジタル大辞泉
パブリック（public）:［名・形動］公衆。大衆。また、

公であるさま。公的。
２．大辞林 第三版
パブリック【public】:（ 形動 ）公にかかわるさま。
公のものであるさま。公共に関するさま。社会全体
にかかわるさま。 ⇔ プライベート 
３．広辞苑
パブリック【public】: 公的。公共の。公衆の。⇔プ
ライベート。

　日本語の辞書的意味においては「パブリック」
とは、まずは外来語で、英単語 publ ic のカタ
カナ読みとなっている。「公共」「公衆」「大衆」
などの意味をもち、「公に関わること」を指し
ているようである。
　「大衆」とは、日本語で「おおぜいのひとびと」
のことを意味し、「一般市民」あるいは「一般
勤労階級のひとびと」の意味である。広く一般
の「人々」（士農工商の「士」以外の人々全て）
を指す言葉のようである。
　同様に「公衆」とは、「社会一般の人々」で、
社会学的には「公共的なものに関心をもつ不特
定多数の人々」で、タルドによればメディアで
つながり、独自の意見をもっている「民主主義
の担い手」とみなされ、一時的な「群衆」や受
動的な「大衆」と区別されることがある。（公
衆の意見の最大公約数として「世論」（publ ic 
opinion）が形成され、その世論が政治に反映
されることで民主主義が機能すると考えられて
いるのだ。）
　かくして日本語の「パブリック」とは、まず
は「一般の人々」の意味であるが、民主主義の
文脈で「公」「公共」との関連が生まれ、民主
主義の担い手という意味が含まれてくるのだ。

（「公衆」と呼ばれることが多くなる。）
　ではパブリックに含まれている「公」「公共の」
とはどのような意味なのだろうか。まずは「公」
の辞書的意味を調べてみる。
１．三省堂 大辞林 第三版
おおやけ【公】：〔「大家（おおやけ）」 「大宅（おおや
け）」が原義〕



湘南フォーラム No.24

-14- -15-

（ 名 ）① 政治や行政にたずさわる組織・機関。国・
政府・地方公共団体など。古くは朝廷・幕府などを
さす。 
② 個人ではなく、組織あるいは広く世間一般の人に
かかわっていること。 
③ 事柄が外部に表れ出ること。表ざた。表むき。 
④ 天皇。また、皇后や中宮。 

（ 形動ナリ ）私心がなく、公平であるさま。 
こう【公】（ 名 ）① おおやけ。おもてむき。官府。
個人に対するもの。 
② 五等爵の第一位。公爵。

（ 代 ）二人称。封建領主・大臣・身分の高い人など、
また一般に他人を敬っていう語。また、同輩の者に
も用いる。貴公。 

（ 接尾 ）① 身分の高い人の名に付けて、敬意を表す。
② 人や動物の名前に付けて、親しみ、あるいはやや
軽んずる気持ちを表す。 
２．広辞苑
こう【公】（呉音はク）
①おおやけ。朝廷。官府。国家。
②社会。世間または衆人。おもてむき。
③主君。諸侯。貴人。
④周の五等の爵の第 1 位。方 100 里の地を領有。
⑤貴族制度の五等爵の第 1 位。公爵。
⑥昔の大臣の称。また、大臣となった人につける敬
称。「菅ー」
⑦もと王公家軌範による公家を襲（つ）いだ皇族待
遇者。➡️公族。
⑧貴族などへの敬称。代名詞的にも用いる。
⑨名などの下につけて親しみまたはさげすみの意を
表す。「忠犬ハチー」
おおやけ【公】

（「大宅」「大家」の意）
①天皇。皇后。中宮。伊勢物語「ー思（おぼ）して
使う給ふ女」
②朝廷。政府。官庁。官事。蜻蛉日記（下）「ーは
八幡の祭のこととののしる」
③国家・社会または世間。孝徳記「ーの民とすべし」
④表だったこと。公然。「事がーになる」「ーにする」
⑤私有でないこと。公共。公有。「ーの施設」

⑥私心のないこと。公明。公正。難波物語「詞うる
はしく、論ーなり」
⑦金持。財産家。狂言、米市「こなたはーな事でご
ざれば、少しばかりは出たのが無いと申す事はござ
るまい」
↔️私 < わたしく >

　日本語の「公」とは、おおやけ（大宅・大家）
が原義であり、「大きい家」の意味があった。
まずは大きな建物が想定され、そこに住む人び
となどを意味するようになったが、「私」（わた
くし）を対義語とするようになって、全体とし
ての行政・政治機関を指すようになったのだ。
国家・政府（国や官）のことを意味するように
なり、具体的には朝廷・公家・官府・皇居・天
皇・中宮・貴族・幕府などを指している。（「私」
のイメージは、農耕民である。）また、日本古
代における姓（かばね）のことを「公」と表記
していたので、貴族制度の称号の意味が使われ
ていた。「私」の対義語（反対語）となってい
たので（プラスのイメージである「公」に対し
てマイナスのイメージとなる「私」：私利私欲・
私腹・私語）、日本語「公」には、「私心がなく

（かたよらなく）公平であること（公正）」「つ
つみかくさずにおもてむき（公式）（公然）」「私
有ではなく共有であること」「個人でなく世間
一般のこと」が含意されている。ここから「公」
は、国家だけでなく、社会・世間・公共の意味
でも用いられているようだ。
　つまり日本語の「パブリック」は、「一般の
人々」のことを意味しているが、「公」に関わ
るものとして「国に関わる人」の意味が、第一
義的に付与され、一般の人々である世間の人か
らは、離れてしまうようなのである。

次に「公共」の辞書的意味を調べてみる。
１．デジタル大辞泉
こうきょう【公共】: 社会一般。おおやけ。また、社
会全体あるいは国や公共団体がそれにかかわるこ
と。「公共の建物」
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２．広辞苑
こうきょう【公共】: 社会一般。おおやけ。「ーの施設」
３．大辞林 第三版
こうきょう【公共】:（ 名 ） スル
① 社会全体に関すること。おおやけ。
② おおやけのものとして共有すること。 
6. 世界大百科事典 第 2 版
こうきょう【公共】: 公共は英語の public の訳語と
して用いられる。この意味での公共 , すなわち公的
領域は , 私的領域に対立して人間生活の一半を構成
する。それが典型的に成立したのは , ギリシアのポ
リスにおいてであった。H . アレントによれば , 公的
なものとは , 万人によって見られ , 聞かれ , かつ評価
される存在を意味する。いいかえれば , それは人々
が見る , 聞く , 評価するなどの主体的行動を通じて ,
ものごとの価値を問いうることを意味している。

　日本語の「公共」は、英語 publ ic の翻訳語
であり、日本語の意味としてはこなれていなく、

「社会一般」「公」しか意味されていないのだ。
　では日本語「公共的」とはどのような意味が
あるのだろうか。
1. 精選版 日本国語大辞典
こうきょうてき【公共的】:〘形動〙 社会一般に通じ
るさま。社会の利益に寄与するさま。
 これぐらいの意味しかないのである。英語の
public の翻訳語としての日本語「公共」には、
大別して二つの意味が混在しているのである。
おおやけ＝公＝国家行政機関の系列と、私的で
はない社会・社会一般・世間の系列である。そ
してそれぞれの系列において、「利益」の寄与
が関係しているのである。前者においては国家
は国民からの税金を活用して公務員を使って

「公共」事業を実施するのだ。後者においては、
社会の成員が非営利組織として自己資金を原資
として「公共」活動を行うのだ。　　　　　　　　
　「公共」の意味は、日本語において曖昧なま
まなのである。日本語の「パブリック」は、一
般の人々であるが、「公共」の人々であり、「公」
＝国に関係する人々となり、第 2 義的に社会に

関する人になるのである。

　では、日本語の「公共」の原語である英語の
publicには、どのような意味があるのだろうか。
まずは英和辞典で調べてみよう。
1. 研究社新英和中辞典「public」

［形容詞］
1 限定用法の形容詞 （比較なし） 国民一般の , 国民全
体の（ための）, 大衆の ; 公共の , 公衆の .）th e 
public good ［interest］ 公共［社会］の利益 , 公益 .
2（比較なし） 公衆用の , 公開の , 公立の （⇔ private）.　
a public bath 公衆浴場
3 限定用法の形容詞 （比較なし）
a（政府の仕事をする意味での）公務の , 公事の .　
public life 公生活
b 政府による , 国家の　a public document 公文書
4a 周知の , 評判の ; 有名な , 著名な ; 公然の .　a 
public figure 有名人 .
b〈場所が〉人目につく .This place is too public. 
ここは人目につきすぎる

［名詞］
1 不可算名詞 ［the public; 集合的に］ 一般の人々 , 一
般大衆 , 公衆 , 国民 

《★【用法】 集合体と考える時には単数 , 構成要素を
考える時には複数扱い》.
 the British public 英国民
2 不可算名詞 ［また a public; 集合的に ; 修飾語を
伴って］ …界 ,…仲間 ; （ある階層の）人々 《★【用法】 
1 と同じ》.
 the musical public 音楽愛好者
3《英口語》
a ＝ public bar.
b ＝ public house.

［語源］ラテン語「人民の」の意 ; PEOPLE と同語源 ; 
名詞 publicity, 動詞 publish

2. E ゲイト英和辞典　「public」
公の「多くの人々」が原義
形容詞
1 公共の , 公の；（施設などが）公立の（比較変化なし）
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（←→ private）
2 社会一般の , 一般大衆の , 公衆の（比較変化なし）
3（（限定））公職の , 公務の , 公的な（比較変化なし）

（←→ private）
4（情報などが）公開の , 公然の , 周知の
5（場所が）人目につく , 人前の（←→ private）
名詞
1（（the ～））【集合】一般大衆 , 国民［市民］全般（個々
の 1 人 1 人に重点を置くとき
は（（英））では複数扱い）
the general public　一般大衆　the British public　
英国国民全般
2（（the ［a］ ～））【集合】（興味・関心などを共有する）
人々 ,…仲間 , 愛好家（通例修飾語を伴う）

　日本の英和辞典における pub l i c の意味は、
形容詞としては「国民一般の」「公共の」「公衆
の」「社会一般の」「公務の」「公開の」などで
あり、名詞としては「一般の人々」「国民一般」

「公衆」などである。一般の人々ではあるが、
国民一般の意味が強くて、一般社会の人々の含
意が少なく「公衆」に回収されていくようであ
る。
　では英英辞典では publ ic はどのような意味
が定義されているのだろうか。
Cambridge Dictionary
public

（adjective）
1.relating to ordinary people in general, rather 
than being limited to a particular group only:
2.（government）relating to the government and 
to the services it provides to people:
3.known about by people in general:
4.available for anyone to hear, watch, go to, or be 
involved in:

（noun）
1.ordinary people in general:
2.all the people who are involved in or affected 
by a particular activity:

Longman Dictionary of Contemporary English
public

（adjective）relating to all the ordinary people in 
a country , who are not members of the 
government or do not have important jobs
2.available for anyone to use 
3.relating to the government and the services it 
provides for people 
4.known about by most people
5.intended for anyone to know, see, or hear 
6.a public place usually has a lot of people in it 

（noun）
1.the public ordinary people who do not belong 
to the government or have any special position 
in society

The American Heritage Dictionary of the English 
Language
public
adj.
1. Of, concerning, or affecting the community or 
the people: the public good.
2. Maintained for or used by the people or 
community: a public park.
3. Capitalized in shares of stock that can be 
traded on the open market: a public company; 
took the company public.
4. Participated in or attended by the people or 
community: "Opinions are formed in a process of 
open discussion and public debate" 
5. Connected with or acting on behalf of the 
people, community, or government: public office.
6. Enrolled in or attending a public school: transit 
passes for public students.
7. Open to the knowledge or judgment of all: a 
public scandal.
n.
1. The community or the people as a whole.
2. A group of people sharing a common interest: 
the reading public.
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3. Admirers or followers, especially of a famous 
person. 

　英語の p ub l i c とは、一般の「普通の人々」
であるが、コミュニティに関係する人々なので
ある。国家のメンバー（国民）ではなく、政府
に属している人でもなく、コミュニティ（地域
社会）の人が第一義的なのである。もちろん、
政府（自治体）やそのサービスに関係している
ことが、パブリックなことであるのだが、政府

（自治体）が第一にあり、地域社会やコミュニ
ティが次に来るのではなく、コミュニティの人
がパブリックなのである。ここに publ ic と日
本語「パブリック」の用語における違いが存在
しているのである。

７．おわりに
　 日本語の「パブリック」と英語のpublicには、
その意味するところに違いがあることを見てき
た。この違いを十分に理解した上で、日本版の
新しいジャーナリムのあり方を模索する必要が
あるだろう。（ジャーナリズムの課題は、コミュ
二ティとの関わりなのである。）米国の public 
journalim 運動は、事実上、20 世紀で衰退して
しまったが、PJ の視点は、インタネットの時
代である 21 世紀においても、オンラインの
NPO メディアの中に引き継がれているようだ。
本試論は、こうしたジャーナリズムの動きの一
環に、映画のあり方を位置付けるものであった。
これからの映画の可能性を、日本版のジャーナ
リズムの動きとともに検証していくのが、今後
の課題である。

（文中の URL の閲覧日：2019 年 12 月 31 日）
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